
船
橋
市
選
出
で
2
期
目
の
中
村
実
県
議
は
、こ
れ
ま

で一貫
し
て
追
及
し
て
い
る
男
女
参
画
条
例
や「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
」等
に
つ
い
て
2
月
県
議
会・予
算
委
員
会

で
更
に
質
問
、執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。ま

た
、地
元・船
橋
の
課
題
で
あ
る
船
橋
港
や
道
路
問
題

な
ど
の
進
捗
状
況
や
見
通
し
を
質
問
し
ま
し
た
。そ
の

概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。2月県議会・予算委員会で質問する中村実県議

「千葉県男女共同参画条例」

　
知
事　
今
回
設
置
を
致
し
ま

す
「
対
策
室
」で
は
、
今
月
策

定
し
た「
千
葉
県
児
童
福
祉
系

専
門
職
員
人
材
発
掘
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
骨
子
」
を
具
体
化

し
、
児
童
相
談
所
で
働
く
職
員

の
職
位
に
応
じ
た
研
修
や
業
務

の
経
験
等
を
体
系
的
計
画
的
に

実
践
し
て
人
材
の
育
成
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
効

果
的
に
発
信
し
、
本
県
の
児
童

相
談
所
で
働
く
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
人
材
確
保
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
た
職
員
募
集
専
門

サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
や
就
職
フェ

ア
へ
の
出
展
な
ど
新
た
な
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

熱
心
な
人
材
育
成
の

取
組
は
、
就
職
を
考
え

る
人
に
と
っ
て
職
場
選
択
の
重

要
な
判
断
材
料
で
あ
り
、
職
員

の
定
着
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
。一
層
の
人
材
確
保
と
育
成

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

必
要
は
な
い
、
と
理
解
し
て
い

る
。
　

男
女
の
区
別
が
差
別
で
あ
る

と
か
、
男
女
の
違
い
を
思
い
や

る
こ
と
ま
で
問
題
視
さ
れ
る
よ

う
な
条
例
は
、
必
要
な
い
と
考

え
る
。
参
画
計
画
に
基
づ
く
施

策
推
進
で
、
そ
の
目
的
は
達
成

さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
条
例
は

必
要
な
の
か
伺
う
。

　
総
合
企
画
部
長　
県
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
男
女
共
同
参
画
計
画

を
策
定
し
、
各
種
施
策
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
な
ど
社
会
が
急
速
に
変
化

け
る
展
示
を
検
証
し
て
き
た
。

中
央
図
書
館
の
展
示
を
見
た
と

こ
ろ
、ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た

の
は
、写
真
集『
b
o
r
d
e
r

k
o
r
e
a
』で
、
実
際
に
開

い
て
み
て
も
、
拉
致
問
題
に
関

す
る
写
真
や
記
述
は
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。
拉
致
問
題
に
関
す

る
展
示
や
選
書
は
、
ど
の
よ
う

な
基
準
で
行
っ
た
の
か
。

　
教
育
長　
県
立
図
書
館
で

は
、
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
に
お
い
て
、
拉
致

被
害
者
の
著
書
な
ど
拉
致
問

題
に
関
係
す
る
図
書
や
当
該

国
の
生
活
文
化
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料

を
選
書
し
、
展
示
を
実
施
し

議
会
で
総
務
部
長
は
、「
平
成
30

年
4
月
時
点
の
購
読
部
数
は

1
2
0
部
」
と
答
弁
し
、
令
和

4
年
12
月
議
会
で
は「
11
月
時

点
で
41
部
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
回
の
質
問
に
際
し
、
県
の

各
部
局
・
課
の
購
読
部
数
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
38
部
の
購
読

が
予
定
さ
れ
て
い
る
―
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
理
解
で
き
な
い
理
由
で

予
定
し
て
い
る
課
も
11
課
あ
る
。

　

購
読
部
数
が
最
も
多
い
農
林

水
産
部
に
伺
う
が
、
赤
旗
を
購

読
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
農
林
水

す
る
中
で
、
年
齢
や
性
別
、
国

籍
、障
害
の
有
無
、性
的
指
向
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
様
々
な
違

い
を
人
々
が
互
い
に
認
め
合
い
、

連
携
協
力
す
る
こ
と
は
、
社
会

経
済
の
活
力
、
創
造
性
を
高
め

て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
男

女
共
同
参
画
に
と
ど
ま
ら
ず
、

多
様
性
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も

が
そ
の
人
ら
し
く
個
性
と
能
力

を
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
千
葉

県
ら
し
い
新
た
な
条
例
の
制
定

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

拉
致
問
題
の
選
書・展
示

図
書
館
の
姿
勢
に
疑
問

等
の
増
員
が
求
め
ら
れ
る
中
、

本
県
に
お
い
て
も
職
員
の
確
保

と
定
着
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

「
人
材
育
成
確
保
対
策
室
」の

設
置
を
行
う
も
の
で
す
。

対
策
室
の
具
体
的
取
組

　
中
村
議
員
　「
対
策
室
」で

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取

組
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

ら
増
員
す
る
方
針
を
示
し
て
お

り
、
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化

に一層
の
取
組
が
必
要
に
な
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
が
、
児
童
家
庭

課
に「
人
材
育
成
確
保
対
策
室
」

を
新
設
す
る
理
由
は
何
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
国
が
新
た

な
体
制
強
化
プ
ラ
ン
を
示
し
、

今
後
、
ま
す
ま
す
専
門
職
員

人
材
育
成
確
保
対
策
室

　
中
村
議
員　
2
月
に
千
葉
県

児
童
相
談
所
の
令
和
3
年
度
児

童
虐
待
件
数
が
発
表
さ
れ
た

が
、
件
数
は
増
加
の一
途
を
辿
っ

て
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
大
幅

な
増
加
に
よ
り
、
経
験
5
年
未

満
の
職
員
が
全
体
の
約
半
分
と

い
う
。
更
に
国
は
、
5
年
度
か

い
る
も
の
で
す
。

中
村
議
員

L
G
B
T
に

つ
い
て
の
認
識
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
L
G
B
T

な
ど
の
性
的
少
数
者
の
方
は
、

性
的
志
向
や
多
様
性
に
対
す
る

偏
見
や
誤
っ
た
認
識
に
基
づ
く

差
別
な
ど
に
よ
り
、
様
々
な
悩

み
を
抱
え
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

に
合
わ
せ
て
関
連
書
籍
の
紹
介

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
」
と
答

弁
が
あ
っ
た
の
で
、
各
館
に
お

拉
致
問
題
の
選
書
や
展
示

中
村
議
員　
昨
年
12
県
議

会
の
一
般
質
問
に
対
し
、「
拉
致

問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
北
朝

産
部
で
は
、
各
種
施
策
の
立
案

実
施
等
に
当
た
り
、
様
々
な
機

会
や
方
法
を
通
じ
て
情
報
収
集

を
行
って
お
り
ま
す
。

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」に
つ
い
て

は
、
農
業
、
畜
産
業
、
林
業
、

水
産
業
の
多
岐
に
わ
た
る
分
野

の
多
様
な
意
見
や
要
望
等
の
情

報
収
集
を
行
う
た
め
必
要
な
所

属
に
よ
り
購
読
し
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
購
読
の
必
要
性
、
部

数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も

精
査
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
民
に
お
よ
そ
理
解

で
き
な
い
理
由
を
述
べ

て
い
る
こ
と
に
何
か
思
う
こ
と

は
な
い
か
。
来
年
度
の
予
算
委

員
会
で
も
、
改
め
て
質
問
す
る

の
で
、
引
き
続
い
て
の
精
査
を

強
く
求
め
る
。

要望

要望

公費購読

議
会
で
総
務
部
長
は
、「
平
成

年
4
月
時
点
の
購
読
部
数
は

1
2
0
部
」
と
答
弁
し
、
令
和

4
年

点
で
　

今
回
の
質
問
に
際
し
、
県
の

各
部
局
・
課
の
購
読
部
数
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、

が
予
定
さ
れ
て
い
る
―
と
の
こ
と

公費購読公費購読
精査せよ

男
女
共
同
参
画
条
例

　
中
村
議
員　
多
様
性
の
条

例
制
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

議
会
答
弁
で
も
千
葉
県
男
女

共
同
参
画
計
画
に
基
づ
い
て
施

策
を
推
進
し
、
男
女
共
同
参

画
条
例
の
制
定
を
検
討
す
る

ま
し
た
。

拉
致
問
題
に
関
す
る
図
書

　
中
村
議
員　
残
念
な
が
ら
、

文
科
省
か
ら
の
事
務
連
絡
を
ど

う
理
解
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な

考
え
で
展
示
し
た
か
、
そ
の
姿

勢
が
顕
著
に
表
れ
た
事
例
で
あ

り
、
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
の

で
、
今
後
も
検
証
作
業
を
進

め
て
行
き
た
い
。

　

な
お
、
図
書
館
の
姿
勢
は
、

選
書
に
も
顕
著
に
表
れ
る
。
12

月
議
会
の
答
弁
で
は
「
今
後
も

拉
致
問
題
に
関
す
る
図
書
に
つ

い
て
も
、
県
民
の
調
査
研
究
に

資
す
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
収

集
を
行
う
」
と
の
こ
と
だ
が
、

考
え
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

　
教
育
長　
引
き
続
き
拉
致

問
題
に
関
す
る
図
書
に
つ
い
て

も
、
収
集
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
林
水
産
部
で
の
購
読

　
中
村
議
員　
平
成
30
年
10

月
の
決
算
委
員
会
で
こ
の
問
題

を
提
起
し
、
令
和
元
年
6
月

公費購読公費購読
しんぶん赤旗しんぶん赤旗

で一貫
し
て
追
及
し
て
い
る
男
女
参
画
条
例
や「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
」等
に
つ
い
て
2
月
県
議
会・予
算
委
員
会

で
更
に
質
問
、執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。ま

た
、地
元・船
橋
の
課
題
で
あ
る
船
橋
港
や
道
路
問
題

な
ど
の
進
捗
状
況
や
見
通
し
を
質
問
し
ま
し
た
。そ
の

概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

２月県議会・予算委員会

対
策
室
新
設
し
対
応

の
体
制
強
化

児
童
相
談
所
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執行部の答弁を聞く中村県議

国
道
14
号
宮
本
地
先
歩
道
橋

　
中
村
議
員　
国
道
14
号
船
橋

市
宮
本
地
先
の
横
断
歩
道
橋
移

設
について
伺
う
。

　

京
成
電
鉄
船
橋
競
馬
場
駅
を

利
用
す
る
沿
道
住
民
や
、
駅
か
ら

大
型
商
業
施
設
や
船
橋
競
馬
場

に
向
か
う
歩
行
者
が
利
用
す
る
歩

道
橋
の
移
設
は
、
地
域
の
方
々
か

ら
も
早
期
完
成
が
望
ま
れ
てい
る
。

　

し
か
し
、
現
地
は
交
通
量
が
多

い
国
道
で
、
通
信
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
地

下
埋
設
物
が
多
く
存
在
し
、
鉄

道
と
も
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、
工

事
は
極
め
て
慎
重
に
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
が
、
横
断
歩
道

橋
移
設
の
進
捗
と
今
後
の
予
定

は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
移
設
す
る

く
は
、
昭
和
40
年
代
に
建
設
さ

れ
、
既
に
50
年
以
上
経
過
し
て

老
朽
化
し
、
ま
た
耐
震
性
能
の

な
い
施
設
も
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
日
の
出
地

先
か
ら
浜
町
地
先
の
延
長
約
2

㎞
区
間
は
、
直
背
後
に
住
宅
や

企
業
が
密
集
し
た
狭
隘
な
地

で
、
高
度
な
技
術
が
必
要
な
大

規
模
事
業
と
な
り
、
早
期
の
整

備
が
望
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
県
の
事
業
区
間
で
も

国
と
足
並
み
を
揃
え
た
老
朽
化

対
策
や
耐
震
化
が
重
要
だ
。

　

そ
こ
で
伺
う
が
、
千
葉
港
船

橋
地
区
の
令
和
5
年
度
の
県
の

事
業
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
も

横
断
歩
道
橋
につい
て
は
、
現
在
、

用
地
買
収
等
で
鉄
道
会
社
と
協

議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
歩
道
橋
の
移
設
に
当
た

り
支
障
と
な
る
通
信
ケ
ー
ブ
ル
につ

い
て
は
、ケ
ー
ブ
ルの
管
理
者
が
迂

回
の
設
計
を
進
め
て
お
り
、
令
和

5
年
度
に
着
工
す
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

地
元
の
要
望
に
応
え

る
た
め
に
も
、
今
後
も
、

鉄
道
会
社
を
始
め
と
し
た
残
さ

れ
た
協
議
を
しっか
り
進
め
る
よ

う
要
望
す
る
。

船
橋
市
咲
が
丘
の
歩
道
改
修

　
中
村
議
員　
県
道
千
葉
鎌
ケ

谷
松
戸
線
は
、
千
葉
市
の
沿
岸

部
を
起
点
に
、
船
橋
市
か
ら
松

戸
市
を
結
ぶ
主
要
道
路
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
船
橋
市
咲
が
丘
地

あ
り
、
県
に
お
い
て
は
、
地
元
の

思
い
を
汲
み
取
って
、
引
き
続
き

しっか
り
事
業
を
進
め
る
よ
う
要

望
す
る
。

成
田
街
道
の
交
差
点
改
良

　
中
村
議
員　
国
道
2
9
6

号
、い
わ
ゆ
る
成
田
街
道
は
、
匝

瑳
市
を
起
点
と
し
て
船
橋
市
ま

で
結
ぶ
幹
線
道
路
だ
が
、
船
橋
市

内
で
交
通
が
集
中
し
、
交
差
点
に

右
折
レ
ー
ン
が
な
いこ
と
等
か
ら
渋

滞
が
発
生
。こ
の
た
め
県
は
、
交

差
点
の
改
良
、
歩
道
拡
幅
工
事

を
進
め
て
き
た
。

前
原
東
地
先
の
交
差
点
改
良

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

県
土
整
備
部
長
　　
国
道

2
9
6
号
の
前
原
駅
付
近
で
は
、

2
8
0
㍍
の
区
間
で
2
か
所
の
交

差
点
改
良
と
両
側
の
歩
道
確
保

を
実
施
し
て
お
り
、
交
差
点
につい

て
は
右
折
レ
ー
ン
設
置
を
2
カ
所

と
も
今
年
度
内
に
完
了
す
る
予

定
で
す
。

こ
の
工
事
は
自
動
車

の
渋
滞
解
消
に
よ
る
利

便
性
向
上
の
み
な
ら
ず
、
歩
行

者
や
自
転
車
利
用
者
な
ど
の
安

全
な
利
用
に
も
大
き
く
資
す
る

た
め
、
早
期
の
完
成
を
要
望
す

る
。

本
郷
町
古
作
町
線
の
整
備

　
中
村
議
員　
都
市
計
画
道
路

本
郷
町
古
作
町
線
は
、
船
橋
市

湾
岸
部
の
京
葉
道
路
原
木
イ
ン

タ
ー
か
ら
、国
道
14
号
と
交
差
し
、

県
道
市
川
印
西
線
に
至
る
道
路

で
、
船
橋
市
内
を
南
北
に
結
ぶ
重

要
な
路
線
で
あ
る
。
交
通
量
も

多
く
、
国
道
14
号
の
中
山
競
馬

場
入
口
交
差
点
で
は
、
右
折
車
に

よ
る
渋
滞
が
発
生
し
てい
る
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
道
路
整
備

を
進
め
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
船
橋
市
西

船
地
先
の
0
・
5
㎞
区
間
で
現
道

確
保
や
交
差
点
改
良
を
行
っ
て
お

り
、こ
れ
ま
で
に
中
山
競
馬
場
側

の
0
・
3
㎞
を
供
与
し
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
国
道
14
号
中
山
競
馬

場
入
口
交
差
点
に
お
い
て
、
歩
道

整
備
と
と
も
に
右
折
レ
ー
ン
の
設

置
を
含
め
た
交
差
点
改
良
工
事

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
道
路
の

整
備
に
必
要
な
予
算
を

確
保
し
早
期
に
完
成
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

円
滑
に
連
携
し
て
い
る
例
の
一つ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
村
議
員
　
県
も
同
様
に
連

携
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
保
健
医
療
担
当
部
長　
民
間

団
体
と
の
連
携
は
、
様
々
な
問

題
の
解
決
に
向
け
て
有
効
な
方

策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て

も
、
今
後
と
も
幅
広
く
連
携
を

図
って
ま
い
り
ま
す
。

埋設物の迂回　着工へ

女
性・学
生
の
消
防
団
加
入
促
進

各
地
で
進
む
道
路
整
備

の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
で
は
現

在
、
船
橋
地
区
の
西
浦
地
先
か

ら
日
の
出
地
先
で
、
護
岸
の
耐

震
化
や
長
寿
命
計
画
に
基
づ
く

水
門
、
排
水
機
場
の
設
備
更
新

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
は
、
栄
水
門
取

り
付
け
護
岸
の
耐
震
化
や
供
用

後
48
年
が
経
過
し
て
い
る
西
浦

排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
用
エ
ン
ジ
ン

の
更
新
を
行
う
予
定
で
す
。

国
や
船
橋
市
と
の
協
力

　
中
村
議
員　
私
は
昨
年
10

月
、
地
元
説
明
会
で
国
の
事
業

概
要
を
聞
い
た
。
国
の
事
業
期

間
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
12
年

間
で
、
総
事
業
費
は
3
0
0
億

円
。
県
民
の
安
全
と
安
心
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模
な

工
事
が
必
要
な
こ
と
が
よ
く
理

解
で
き
た
。

　

そ
こ
で
伺
う
が
、
県
は
、
直

轄
事
業
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

　
知
事　
ゼ
ロ
㍍
地
帯
を
抱
え

る
地
域
を
、
高
潮
等
の
災
害
か

ら
守
る
た
め
の
水
門
、
排
水
機

場
の
耐
震
改
修
や
護
岸
の
か
さ

上
げ
は
重
要
で
あ
り
、
県
、
船

橋
市
な
ど
が
連
携
し
て
国
に
よ

る
事
業
化
を
強
く
要
望
し
た
結

果
、
今
年
度
か
ら
新
規
事
業
化

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
月
に
は
日
の
出
胸
壁
の
か

さ
上
げ
工
事
に
着
手
し
ま
す

が
、
引
き
続
き
船
橋
市
と
連
携

し
て
地
元
調
整
を
図
る
な
ど
、

国
の
事
業
に
協
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

私
も
、
船
橋
地
区

海
岸
保
全
施
設
耐
震

化
促
進
協
議
会
の一員
と
し
て

先
は
、
新
京
成
線
二
和
向
台
駅
に

近
く
、
住
宅
や
店
舗
が
密
集
し
て

歩
行
者
の
多
い
地
域
だ
が
、
歩
道

の
幅
員
が
狭
い
う
え
、
歩
道
内
の

側
溝
蓋
が
老
朽
化
し
て
、
歩
き
づ

らい
状
況
で
あ
る
。

こ
の
た
め
県
が
、
平
成
30
年
度

か
ら
改
修
工
事
を
進
め
てい
る
が
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

県
土
整
備
部
長　
船
橋
市
咲

が
丘
地
先
で
は
、
側
溝
蓋
の
老
朽

化
に
よ
り
段
差
が
生
じ
て
い
る
た

め
、
1
㎞
の
区
間
で
側
溝
の
暗
渠

化
を
進
め
て
お
り
、こ
れ
ま
で
北

側
の
歩
道
約
8
6
0
㍍
を
改
修

し
、
来
年
度
は
残
る
区
間
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

地
域
と
県
を
つ
な
ぐ

議
員
と
し
て
の
役
割
を

強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

を
行
う
事
例
は
、
各
地
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
伺
う
が
、
船
橋
の
事

例
を
、
県
は
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
。

　
保
健
医
療
担
当
部
長　
船
橋

市
の
事
例
は
、
行
政
の
み
の
対
応

が
困
難
で
あ
る
多
頭
飼
育
問
題

等
の
解
決
に
向
け
て
、
官
民
が
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老
朽
化
し
た
海
岸
施
設

　
中
村
議
員　
千
葉
港
船
橋

地
区
の
護
岸
や
水
門
・
排
水
機

場
な
ど
の
海
岸
保
全
施
設
の
多

事
業
の
進
捗
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
し
っ
か
り
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
う
の
で
、
県
と
し
て

も
、
事
業
の
推
進
に
当
た
り
、

予
算
の
確
保
を
お
願
い
す
る
。

移
動
手
術
車
の
導
入

　
中
村
議
員　
多
頭
飼
育
崩
壊

や
地
域
猫
活
動
で
、
猫
の
一
斉

不
妊
手
術
な
ど
に
尽
力
し
て
い

る
団
体
と
船
橋
市
が
連
携
し
、

動
物
の
福
祉
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

現
場
や
地
域
の
拠
点
に
移
動

手
術
車
を
導
入
し
て
不
妊
手
術

猫
の一斉
不
妊
手
術

移
動
手
術
車
導
入
を

国
と
連
携
し
整
備
を

老
朽
化
し
た「
船
橋
港
」
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